
飯
高
の
未
来

地
元
住
民
が
考
え
る

名
大
院

香
坂
教
授
の
研
究
室
主
催

松
阪
市
飯
高
地
域
の
三
十
年

後
の
未
来
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ

飯高地域の農地や林地の在り方を話し合
う参加者たち＝松阪市の波瀬ゆり館で

ヨ
ッ
プ
が
十
日
、
飯
高
町
波
瀬

の
波
瀬
ゆ
り
館
で
あ
っ
た
。
名

古
屋

大
大
学

院
環

境

学
研

究

科

の
香

坂
玲
教

授
の
研

究

室

が

主

催

。
地
元

住

民
二

十

一
人

が

参

加
し
て

、
農
地

や

林

地
と

人

が

暮

ら
す
場
所

と
の

境
界

の

在
り

方

を
考
え
た

。

参

加
者
た

ち
は

ま

ず

、
減
少

が
続
く
飯

高
地
域
の

人

口

推
移

や

、
獣
害
被

害

、
労
働

時
間
の

削

減
に
効

果

的
と

さ
れ

る

、
人

工

知

能

（
Ａ
Ｉ

）
や

ド

ロ

ー
ン

な

ど
を
活
用

し

た
ス

マ

ー
ト

農

業

に
つ
い
て

説
明

す
る

資
料

を

熟
読

。
主
催

者

が
用

意
し

た

選

択

肢
か

ら
、

農
地

な
ど
の

今

後

の

在
り

方
を

考
え

た

。

選
択

肢
は

農
地
の

場

合
は
四

点

。
人
手
不

足

で
農

地
面

積
は

減
る
と
見

込
ま

れ
る

が

、
現

状

の

農
業

を
維
持
し

、
利
用
し

な

い

農
地
は
将

来

的
に

自
然
に

か

え

す
案
や

、
初

期
コ

ス

ト

を
投

じ
て

ス

マ
ー・‐
卜

農
業

を
導
入
し

て

農
地
を

維
持
し

、
使

わ
な
い

農
地
で

は

太
陽

光

パ
ネ
ル

な

ど

を
設
置
し
て
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
所
と
す
る
案
な
ど
が
紹
介

さ
れ
た
。

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
で
検
討

し
、
四
～
五
人
ず
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
考
え
を
共
有
、

グ
ル
ー
プ
で
一
つ
の
選
択
肢
を

選
ん
だ
。
参
加
し
た
福
井
弘
さ

ん
（
八
も
は
「
専
門
家
か
ら
話
を

聞

く

機

会

な

ん
て

め

っ

た

に

な
い
か
ら
良
か
っ
た

。
も
っ
と

他
の
世
代
の
多
く
の
人
に
も
こ

ん
な
機
会
を
広
げ
た
い

」
。
香

坂
教
授
は
「
何
か
気
づ
き
を
得

る
機
会
や
、
考
え

を
深
く
す
る

き
っ
か
け
に
も
で
き
た
｡６
」
と

話
し
て
い
た

。（
清
水
悠
莉
子

）
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